
  

 

 

 

 

  

 

「お互いを思いやって、温かい関係を育む児童の育成」を目指して 

校長 金子 健一 

学校だより１月号にて話題に挙げました児童の登下校時の見守り見届けにつきまして、保護

者の方々による御協力をいただきありがとうございます。２０日に開催された学校安全ネット

ワーク会議では、交通指導員や旗振りボランティアが不足している状況が課題となりました。

より多くの大人の目で児童の安全が確保できるようお力添えの程よろしくお願いいたします。 

さて、「お互いを思いやって、温かい関係を育む児童の育成」とは、本校で推進している校

内研究の主題です。さいたま市教育委員会（以下、「市教委」と称する）より「グローバル社

会で活躍できる人材の育成」をテーマとした研究委嘱を、今年度より２年間受けております。 

そこで、本校では、昨年度学校独自で研究を進めてきた特別活動に、今年度より市教委によ

る指導支援を受けながら、より質の高い特別活動の研究、さらには、生徒指導面的要素を取り

入れた学級経営及び教育活動の推進をしているところです。 

より質の高い特別活動の研究を図るため、昨年夏、前文部科学省視学官であり、現在帝京大

学の教授をされている安部恭子様より、第４期教育振興基本計画等に基づく特別活動の今後の

在り方について御講義をいただきました。また、生徒指導面的要素には「①自己存在感の感受」

「②共感的な人間関係の育成」「③自己決定の場の提供」の３つがあり、本校の教育活動にお

いて次のような場面で取り入れております。 

①自己存在感の感受 

 発表した児童やグループに対して、教師やクラスメイトが前向きな声かけや共感的なリア 

クションを取る。 など 

②共感的な人間関係の育成 

 学びや体験における児童同士の分かち合い、助け合い、学び合い。 など 

③自己決定の場の提供 

 学習における自力解決。課題に対してどのように解決するか、どのように取り組むかを 

児童自身が決定をする。 など 

これらの取組が実を結び、児童が大きく変容するまでには長い期間がかかります。教職員一

同、「お互いを思いやって、温かい関係を育む児童の育成」に迫る教育活動が提供できるよう、

今後も継続して研究に取り組んでまいります。 
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２月号   東大成小合言葉     みんなが笑顔の東大成小学校 

さいたま市立東大成小学校 令和７年１月３１日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


